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1 ．　Abstract

The　recent　development　of 　inferrnation　technology　led　to　the

diversification　of 　workers
’

work −styles 　and 　demands．　T（）wn

off三ce 　 should 　 place　 more 　 emphasis 　 to　 faci】itate

communications ，　to　provjde｛br　the　workers 　to　better　service

the　community ，　　　　　　　　　　　　　　　　 t

2 ．背景 ・
目的

　市町村合併の メ リ ソ トの
一

っ に サ
ー

ビ ス の 高度化 ・多

様 化 が あ げられ る e2005 年時点 で 、 人 口 の 自然減少 が 始

ま り、加速度的 に 進む と推測 され る中、人 口 減少は歳入

の 減少 に つ なが る 可 能性 が高く、人 口流動や他 の 社会変

動に よる市町村問の 競争 も激化する 。 旧来の 庁舎をそ の

まま本庁や支所 と して利用する場合が多く、新市庁舎の

運営方式や 各事務所 の 位 置付け の 変化 に よ る配 置転換な

どに よ り、事務所設計 当時の 計画 とは異なっ た利用がな

され る傾向にある。庁舎建築を資産 と して みた場合、公

共施設 と して 社会的 な価値を 維持 し、施 設 の 利用者に満

足を与 え られる環境を維 持 し なけれ ばな らな い 。

　また、公 共施設の 運用な どを調査する こ とで、市制変

更 に お け る 資産管理 の 現状を把握 し、財政難の 中で こ れ

らをい か に マ ネ ジ メ ン トして い くか が 大き な 課題 と な っ

て い る。

　 本研究 は、ワ
ー

ク ス タイ ル を調査
・
分析す る こ と に よ

りワークス タイ ル にあ っ た ワ
ーク プ レ

ー
ス を検討 し、知

的生産性 を向上 させ る こ とを目的 と し、浜松市庁舎を事

例 と し、執務 ス ペ ー
ス に お け る職員の 利用実態 を把握す

る 。

3 ．浜 松 市概要

　平成 17年 7 月 1 日に 12 市町村 （浜松市 ・浜 北市 ・天

竜市 ・舞阪町 ・雄踏町 ・三ケ 日町
・細江町

・引佐町 ・佐

久間 町 ・春野 町 ・水窪町 ・龍 山村） の 合併に よ り誕生 し

た 浜 松市を取 り上げる 。

　また、浜松 市は合併後、合併における特例に よ り平成

19年 4 月 1 日 に政令指定都市 へ 移行 して お り、近年、二

度にわた る市制変更が行われ て い る．

4 ．職員の ワーク ス タイル

4 − 1 ．調査対象 ・方法

　平成 20 年 3 月 に、2 日間、浜松市庁舎 5階北側 （図 1 ）

に位置す る企画課
・行政経営課 の 執務室 を 対象と し、職

員 の ワークス タイル 実態調査を行っ た。

　本研究で使用 され る調査方法は 、職員の 活動、動 き と

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 行動 の 違 い に 基 づ い て 職員 の ワ ーク

ス タ イ ル の多様性を調査する ため の もの で あ る 。 調査 の

方法として は既往研究で 用 い られ て い る 4 種類の マ ソ ピ

ン グ調査 を行 い 、分析をする。
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図 ユ．　 調査対象平面図

　調査 の 対象執務室 の 基礎デー
タは、表 ユ に示す。 JF

MA の ベ ン チ マ
ー

ク調査に よ ると、 1 人当り執務室面積

の 平均は 8，4   、NOPA ミ ニ マ ム 規格で は 6   とな っ

て い る 。

　両方の 課で共通 して 、NOPA ミニ マ ム 規格は満た し

て い る が、JFMA ベ ン チ マ
ーク調査 の 平均を下回 っ て

い る結果 とな っ て い る。また、庁舎全体の 平均値と比較

して も、一
人 当た りの 執務室面積は狭くな っ て い る。ま

た、家具率が 5．IO％の 差があ り、課によっ て差が大き い

と予想 され る。
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表 1 ．対 象執務室基礎デ
ー

タ

庁舎全 体 　 企画課
　　　 　　　 　 行政経営課
（※企面部長室除く｝

執 務室面積 （  ） 9892 15 〕42　 　　 　 7628
利用 人 数 （人） 1327 25　　　　　　 12

一人 当た りの 執務 室面 穫 （  ） 7．45 63き　　　　　 6．36
　 家具投影面稙（m2 ）
備 子、可動式個汰キぜ ネッ ト除Q

　 　 　 蠻 “燬炉 4622 　　　　　 ｝822

家具率 （％）
　　「…叫…
、舞i轗 藤 鰤 躯 ・鸞 ・ 2899　　　　 　2389

4 − 2 ．分析対象

　分析対象として、企画課を選定 した。企画課が行 う業

務、企 画課 内 の グル
ー

プ名は表 2 に示す。また 、 対象範

囲 の 詳細は図 2 で あ る。

　　　　　　表 2 ．企画課各係 の 業務内容

業務内容

姿勢 の重要 施策の 企 画、調査 シティプロ モ
ー

シ ョン、
地方分権 の 推進、行政評 価など に 関 す る業務

毒　 　
“
ル
ープ

総
ム

計画 ・
評　

“
ル
ー
プ

・
シ ン クタン 　

1
ル
ー
プ

シ テ ィプロ モ
ー

シ ョン グル ープ

4 − 3 ．結果 ・考察

1）職員の動線

　 1 目 の 企画課職員 の 動線 をマ ッ ピ ン グ した もの が 図 3
で あ る。

　課内 で の職員の 動きが 多く、それ ぞれ個人 の 轍務ス ペ

ー
ス か ら出 る 動線が 目立 っ

。

　また、企画課 と行政経営課 の 問にあ る ミーテ ィ ン グス

ペ ー
ス の利用が見 られる。周 辺 で は比較的移動するた め

の 動線 が少 なく、企 画課専用 の コ ピー
機 の 使用 を目的と

した動線は多い が 、通過す る動線は 少 ない 。一
方、企画

課内 の ミーテ ィ ン グ ス ペ ー
ス の 利用は特定の 職員の 利用

は 見 られ る が 、ミーテ ィ ン グ が 行われ て い る動きは見 ら

れ ず、通過動線が多く見 られる結果 とな っ た。

2）外部 （来庁者 ・執務室外職員）の 動線

　1 日の 外部 の 動線をマ ッ ピン グ し た もの が図 4 で ある。

　外部の 動線の 多くが廊
一
ド側か ら執務室内 へ 入 る動線で

あ る。主に企画課の 中央の 入 口 が 利用 され 、 そ の 後、企

画部長室へ入 る動線 が多 く、他に も企画課 の 管理職の 席

に 向か う動きが 見 られ る。

3） コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ポイ ン トと コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

ホ イー
ル

　1 日 の 会話 をプ ロ ッ トしたもの が図 5 で あ る。

　 ミーテ ィ ン グス ペ ー
ス は 3 人以上 で 利 用する こ とが 多

く、外部の 人 と利用する こ とが 多 い と言 え る。

　自席付近 で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ポ イ ン トとして は、
管理職 の 執務 ス ペ ース 付近 で の 会話 が 多 い こ とが 分か る、

　そ こ で 、職員 の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 頻度を表 し たもの

が図 6 で ある。

　こ こ か らも、同 じグル
ー

プ内 で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

が多 く、担当課長との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 特 に多い こ

とが 分 か る。

4 ）在室時に おける職員の 活動内容と 時間

在室率 一在席率 を示 した もの が、図 7 であるv

在席率 一在室率 の 条件 60％を基準 に対象執務室 の 職
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図 2 ．調査対象範囲平 面 図
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員を 3つ の モ
ードに分類 した 。

モ
ー

ド 1は 、在室率 ・在

席率 ともに 60％以下 で 、フ リーア ドレ ス オ フ ィ ス 導入 等

の 検討 が 必 要な タ イ プ で あ る。モ ー ド 2は、在室率が 60％

前後 で、在席率 が 60％ の ライ ン 付近 の グル ープ で あ り、

執務室内の 自席外 で 過 ごす こ と が多い タ イプ で あ る。モ

ー ド3は、在室率 ・在席率 ともに 60％以上 の グル
ープ で、

ほ とん どが執務室内 の 自席で仕事をす るタイ プ である。

　企 画課 で は 全 て の モ
ー

ドに分布 して い るとい える。し

か し、シ テ ィ プ ロ モ
ーシ ョ ン グル ープ の 職員 （p22、 p23、

p24 、　 p25）は全て モ
ー ド2 と 3 に 分布する な どグル

ー
プ

で の 特徴 が あるとい え る。

　そ こ で、在室 時にお ける職員 の 活動内容 （D ：desk　work 、

Cw ： computer 　 work 、　 Tel　 l　 telephone 、　 F ； fi11ing／

searching 、　F／C ：fax／copy ／print 、　 M 　l　movement 、　 T ：

talking ／meeting 、0 ： 0ther （specify ））とH寺間の割合

を示 したもの が 図 8 であ る。

　多くの 職員が 在室時 、
D と Cw の 時間 の 割合が 活動 内容

の 大半を 占め て い る こ とか ら、自席周辺 を中心に活動 し

て い る こ とが うかがえ る．

5 ）特定職員 の 動 き
・

職員 （p11 ） の 、1 日の 活動内 容を 図 9 に 示す。
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図 3 ．企画課職員 の 動線
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　こ の 職員の 特徴は、企画課内 の ミ
ー

テ ィ ン グス ペ ー
ス

を基点 とし自席や コ ピー
機 の 間を往来 しなが ら、作業を

行 っ て い る 。 自席 に縛 られ ない 動 きが確認 で きた。

　また 、 図 10 は pl1 の ゲ ノ タイプ モ デル で あ り、 図 1

2 で 示 され る よ うに 、自席以外 で の 行動が多 い こ とが分

か る。

6 ）受付カ ウン タ
ー、ミ

ーテ ィ ン グ ス ペ ー
ス の 使われ方

　調査におい て カ ウン タ
ー

や ミ
ー

テ ィ ン グス ペ ー
ス を作

業台 として 使用す る行為が確認 された。写真 1 左は、企

画課 の カ ウン タ
ー

で 事務作業を行 っ て い る。写真 1右 は、

企画課 の ミ
ー

テ ィ ン グ ス ペ ー
ス で 座 りなが ら作業を行 っ

て い る。ミ
ー

テ ィ ン グス ペ ー
ス で は荷物が多く置かれ て

お り、日常的に 作業台 と して の 役割を果た して い ると考

轟
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えられ る 。

　調査期問の 2 日 とも、こ の よ うに カ ウン ターなどの 利

用は行われ て お り、日常的な作業で あ ると考 えられ る 。

　カ ウン ターやミーテ ィ ン グス ペ ー
ス を作業台 として 使

用する理 由と し て は 、自席の デス クより広い 空間を使用

で きる こ とと 、 立 っ た状態で 作業を行 うの に ち ょ うど良

い 高 さで あ る こ とな どが考えられ る。

5 ．ま とめ

　本稿 で は浜松市庁舎 の 執務室にお け る 職員の 動 きに っ

い て 調査を行 っ た。今回 の 調査 で、課内 の 動 きが多い 一

方 で 、 職員によっ て 様 々 な働き方が存在し て い る こ とが

分か っ た。

　今後、ワ
ー

ク ス タ イ ル 特性 の 分類 を行 い 、満足度調査

などと合わせ 、多様化する ワーク ス タイル をサポー
トす

る ワ
ー

クプ レ
ー

ス づ く りを提案する こ とが ますます重要

に な る と考え る。
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　　 図 10 ．ゲ ノ タ イ プ モ デ ル
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